






 � � � � � � � ��å �� � D � ø L7L6 リ  ア  ホ  ナ

�é�Ó�§�ç�Ö�Ó�´

光雄兄弟の持っていた写真を送って
もらうと，着物姿の家室姉妹，幼い祖父
と大叔母が写っている。優来姉妹は，は
やる気持ちを抑えて写真を家族に転送し
た。優来姉妹の親族でさえ持っていな
かった白黒の家族写真。うちは海外と深
い関わりなどないはずなのに，なぜアメリ
カにこんな写真があるのか……全員が目
を丸くした。
驚きの波は保喜家にも広がっていた。

60年以上もの時を経て，宣教師と改宗者
であった二人の子孫同士が出会う日が来
るとは。普段，BYUハワイ校に通ってい
るブランドン兄弟はちょうど数日前にユタ
州へ帰省したばかり。優来姉妹のアパート
から車でたった20分の距離だった。
後日，娘のリンダ姉妹宅で光雄兄弟の

伝道中の記録に接した。かつて東京で
紙谷兄弟に見せてもらったスキー写真。
同じ場面を今はユタ州で見ている。不思
議な感覚に襲われた。─「カムロ姉妹
が英会話に来ていた」 「求道者として霊
的に成長している」 「転任の荷物のパッキ

ングをカムロ姉妹に手伝ってもらった，あ
りがとう」……筆記体で綴られた日記に
は，そんな記録が残されていた。
紙谷兄弟によると，曾祖母は英語が大

好きで，知的好奇心と行動力に溢れてい
たという。優来姉妹と同じく英語を学び
たくて教会に来て，福音を知ったのだ。当
時としては珍しく大学卒で，高校で教鞭
をとっていた。大叔母も，彼女が現代に
生きていたらきっと留学してたよ，と言う。
家室姉妹は優来姉妹が9歳のときに他界
したが，「若い頃の曾祖母と自分にたくさ
んの共通点，つながりを見つけることがで
きて，すごくしんみりしたんです。」

霊界からの働きかけ

少しさかのぼった 2021年 6月。ブラ
ンドン・保喜兄弟と再会を果たす数か月
前のこと。ふと優来姉妹はエンダウメン
トの儀式※8 を受けたいと思った。伝道
や結婚の予定はない。周囲にもなぜ今な
のかと聞かれた。何かが自分を後押しし
ている。─神殿について学び，面接を

受け，無事に自身の儀式を終えた。
間もなくユタ州へ移ると，保喜家との

つながりが判明した。卒業後は日本に帰
国する優来姉妹と，いずれはBYUハワ
イ校に戻るが今はユタに留まっているブ
ランドン兄弟。これほどのタイミングで出
会うとは，先祖が働きかけているに違い
ない，と協力して家族歴史に取り組むこ
とにした。優来姉妹からの情報で，光雄
兄弟とハワイとのつながりも分かってき
た。神殿では，ブランドン兄弟に男性側
の代理を務めてもらいつつ，先祖の儀式
を受けていく。4世代前の宣教師と求道
者の末裔同士が，一緒に先祖の救いの業
に携わっている。
「丸亀で英会話に行き出したときは，

まさかこんな日が来るとは思ってもみな
かったです。不思議ですよね。」

自分独りの命ではない

優来姉妹は，進路について思い悩ん
だ末，帰国して 2022年の初めからファッ
ションブランド企業で働き始めた。
昔からファッションは好きだったが，自分

の選択に確信が持てなかった。ところが
家族歴史を探究するうちに，母方の祖母
の母（山口のもう一人の曾祖母）が柳井の
商店街で洋品店を営んでいたことを知っ
て，背中を押された思いがしたという。
「家族歴史が人生にすごく必要でした。

自分がどういう人間なのか，何に長けて
いるのかを知り，その先祖からいただい
た共通点，興味関心や才能，スキルを伸
ばして社会に貢献したいと思えるように
なったんです。海外で生活した経験を生
かすなら，日本で英語を使って仕事をし
た方が絶対に貢献度が大きい，とか。
また，自分のことを大事にできるように

なったんです。例えば，顔のある部分が
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兄弟との対面を果たした。当
時，日本に伝道部はただ一つで，山口県
に来る前からホキ長老を知っていたとい
う紙谷兄弟。北海道でスキーをしている
写真も見せてくれた。ホキ長老はハワイ
出身で黒縁眼鏡をかけているという，大
叔母の情報どおりの人だった。

わたしたち，会ってるよ！

翌 2019年の秋学期。BYUアイダホ校
に通っていた優来姉妹は，卒業後を見据
えて東京でのインターンシップに参加し
た。その多忙なスケジュールの合間を
縫って数日間だけ香川へ帰省する。月曜
日の午前中に到着するも，インターンシッ
プの課題に追われ，気づくと日が暮れて
いた。実家に戻る道すがら，宣教師にあ
いさつだけでもしようと，丸亀支部で開か
れている集会「家庭の夕べ」※7 に顔を出
した。そこで一人の長老宣教師に声をか
けると，共通の友人がいることが分かっ
た。出会った記念に，共通の友人に写真
を送ろうということになり，同僚の宣教師
も誘って 3人で写真をパシャリ。同僚の
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長老はユタ州出身だという。日本語
が流暢で，名札は漢字名，外見も日本人
に見えるのに海外出身なんだな，そのと
きはそんな印象を持っただけだった。
その後，アメリカに戻った優来姉妹は，

最終学年の2021年 7月，インターンとして
働くために，大学のあるアイダホ州からユ
タ州へ移ることにした。そして，ある日の
独身成人の活動からの帰り道，優来姉妹
は神戸伝道部の帰還宣教師たちの車に同
乗させてもらうことになった。車内で優来
姉妹と曾祖母の改宗談を分かち合ってい
ると，ある名前に二人が反応した。
「ホキ？！」─彼らの同期に，「ホキ」

という名字の長老がいたのだという。曾
祖母を導いたホキ長老はハワイ人だと
思っていたので関係ないと思ったが，そ
の名字は珍しいから何かつながりがある
はずだと言う二人の熱意に押され，後日，
曾祖母の名前を伝えた。
数日後に facebookを開くと，見知ら

ぬ人から友達申請が来ている。名前は
「Brandon Hoki」。メッセージを送ってみ
ると，すぐに驚くべき返信があった。

「君のひいおばあちゃんを教えた人が，
ちょうどぼくの曾祖叔父（曾祖父の弟）
なんだ。」

─聞くと，1950年代に柳井支部で家
室姉妹を教えた曾祖叔父のマーレー・光
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長老は日系アメリカ人。1906年
（明治39年）に移民した高祖父の保
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の出身だっ
た。みの駅は丸亀駅からJRでわずか
20分あまり。子孫のブランドン・保喜長
老は丸亀支部で伝道中に，保喜家の子孫
にも会うことができたという。

丸亀支部にいた時期を尋ねると，ちょ
うど優来姉妹のインターンシップの時期
と重なる。共通の友人に写真を送った
ことを思い出し，慌ててスマホの履歴に
残っていた写真を拡大してみると，長老
の名札には「保喜」の文字が。

「わたしたち，一回会ってるよ！」

ブランドン兄弟に急いで写真を転送
した。あの日，自分の曾祖母を導いたホ
キ長老の子孫と，丸亀で出会っていたな
んて……二人は大きな驚きに包まれた。

「一つでもタイミングがずれていたら会っ
ていなかった……本当に神様に導かれ
ていたんだなって思いました。」

アメリカでたどる曾祖母の足跡
家室姉妹の改宗に関わった光雄兄弟

は他界しているが，その娘のリンダ姉妹
が伝道中の日記やアルバムを預かってい
るという。光雄兄弟は仕事の都合でハワ
イに移り，ハワイから伝道に出たためハワ
イ出身と名乗っていたらしい。

2013年頃の保喜家族。中央の青い縦縞のシャツがマーレー・光雄兄弟2013年頃の保喜家族。中央の青い縦縞のシャツがマーレー・光雄兄弟

自身のエンダウメントを受けた日に自身のエンダウメントを受けた日に
ギブソン姉妹とギブソン姉妹と

光雄兄弟の娘のリンダ姉妹と 光雄兄弟の娘のリンダ姉妹と 
卓上にあるのは宣教師時代の日記卓上にあるのは宣教師時代の日記

保喜家が所蔵する，家室スミ子姉妹（右端）と　  子供たちの家族写真保喜家が所蔵する，家室スミ子姉妹（右端）と　  子供たちの家族写真
前列左端が子供時代の優来姉妹の祖父。家室     姉妹の左隣が大叔母。前列左端が子供時代の優来姉妹の祖父。家室     姉妹の左隣が大叔母。
家室姉妹に連れられて柳井の教会へ行ってい      た1950年代の写真家室姉妹に連れられて柳井の教会へ行ってい      た1950年代の写真

優来姉妹の大叔母が持っていた写真。左端が保喜長老，中央が大叔母優来姉妹の大叔母が持っていた写真。左端が保喜長老，中央が大叔母

2019年，金刀比羅宮の秋祭りにて2019年，金刀比羅宮の秋祭りにて

保喜重親さん（左端）は明治末期にカナダへ保喜重親さん（左端）は明治末期にカナダへ
渡り，東洋人差別の少ないユタ州へ移った。渡り，東洋人差別の少ないユタ州へ移った。
右から2人目の眼鏡の男の子が光雄兄弟右から2人目の眼鏡の男の子が光雄兄弟

Single Adults
─ 若い世代と先祖

スキーをする保喜長老と
紙谷長老

東京の外資系企業で東京の外資系企業で
インターン中の優来姉妹インターン中の優来姉妹

2019年秋，丸亀支部での「奇跡の一枚」2019年秋，丸亀支部での「奇跡の一枚」
優来姉妹，吉橋 誠長老，ブランドン保喜長老優来姉妹，吉橋 誠長老，ブランドン保喜長老

※8─末日聖徒イエス・キリスト教会の神殿の中で行われ
る儀式。神の教えを深く学び，その教えを守ると約束する。
伝道や結婚を契機として受けることが多い。まず自分自身
のために受け，後に先祖の代理として受けることができる

※7─末日聖徒イエス・キリスト教会では，毎週月曜日に家
族が集まって一緒にきずなを強める活動をするよう推奨さ
れている。独身会員や宣教師は教会に集まって交流する
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会員の皆様の身近な話題をご紹介ください
◎『リアホナ』日本語版編集室
〒106− 0047 東京都港区南麻布 5−8−8
TEL. 03−4545−3100（代）
電子メール： 
JPNLiahona@churchofjesuschrist.
org

◎国際機関誌『リアホナ』のお届け，その
他商品に関するお問い合わせ─
教会配送センター
TEL. 03−5668−3391  
FAX. 03−5668−3392

皆様の情報をお寄せください専任宣教師のご紹介

 新型コロナウイルスの世界的流行を受けて，専任宣教師のご紹介は教会公式ウェブサイト
で行っています。紹介一覧は以下リンクから PDF形式でダウンロードいただけます。

https://bit.ly/3buW2J8

　
なお，写真の掲載は自己申告制となります。掲載をご希望の方は，宣教師申請書の提出写
真とは別途に，画像データまたは写真プリントを電子メールまたは郵送で，リアホナ編集室

（メールアドレス / 宛先は右に記載）へお送りください。その際，「お名前/ふりがな，召さ
れた伝道部名，出身ステーク/地方部・ワード/支部名，オンライン訓練開始予定日」の情
報を必ず添えてください。頂いたお写真をウェブサイトに掲載いたします。どうぞ，よろしく
ご理解，ご協力を賜りますよう，お願い致します。       

リアホナ日本語版編集室

今⺼のNews Headlines
◉ ニュースルームはこちら！
https://news-jp.churchofjesuschrist.org

※上記リストは日本発信または日本に関連する記事のみです。海外発信記事（日本語）も数多く配信しています。

◉ 6人の使徒，全世界の地域ディボーショナルでヤングアダルトに話す　1月13日リリース

◉ 東京神殿訪問者センターのメイキング映像を公開　1月16日リリース

役員の異動
2021年12月20日 か ら 2022
年 1 月 22 日までに管理本部会
員統計記録課に通知のあった
役員の異動（敬称略）
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嫌いだから隠そうとしていたのを，先祖か
らいただいたものだから，それを生かし
たメイクをしようと考えるようになりまし
た。先祖を尊く思っているからこそ，自分
の命も自分だけのものじゃない，と深く感
じています。それを通して大胆な決断や
行動ができるようになりました。」

信仰心の本当の意味

最近，山口の先祖について知るために
それまで交流のなかった横浜の大叔父
（亡くなった祖母の弟）から話を聞くよう
になった。今年，就職のための帰国に当
たって隔離期間のホテル費用をどう工面

するか悩んでいたところ，大叔父が援助
を申し出てくれ，道が開けたという。
「最近は，『御心ならば道を開いて，御

心でなければ道を閉じてください』って
祈るんです。これまで苦労したこと，悲し
いこと，思い通りにいかないことはたくさ
んあって。当時はつらかったけど，今振
り返ってみたら何一つ無駄なことはない，
あれで良かったんだって本当に思えるん

です。そうでなければ今のわたしはない
し，こういう祝福が欲しいって祈ったこと
より，実際に起きた祝福の方が，自分の
想像を超えて何倍も大きいんですよ。」
「この 5 年間で本当のFaith，信仰心っ

ていう言葉の意味の深さを知りました。
神様の御心のとおりにいけばいい，と最
近思えるようになって。神様はわたした
ち一人一人のために幸福の計画を持って
おられるから，神様の教えをちゃんと守っ
ていたら悪いようには絶対ならない。そ
ういう強い思い，ビリーフがあって初め
て，恐れや不安に打ち勝って人生を突き
進んでいけるんです。」◆

香川優来姉妹香川優来姉妹

Single Adults
─ 若い世代と先祖


